
アンケート実施期間 ～
回答者数 166 名 （登録者数 510 名 うち配信成功数 455 名）

●性別
男性 103 62.0%
女性 63 38.0%
計 166

●年齢
20代以下 1 0.6%
30代 12 7.2%
40代 37 22.3%
50代 45 27.1%
60代 25 15.1%
70代以上 46 27.7%
計 166

自然に恵まれている 103 62.05%
農林水産業が盛ん 1 0.60%
水源保全やＣＯ２吸収の場 5 3.01%
保養・レクリエーションの場 1 0.60%
過疎化が進んでいる 24 14.46%
お店が少なく、日常生活が不便そう 24 14.46%
地域内のつながりが強い 5 3.01%
その他 3 1.81%
計 166

行ったことがある（→Ｑ３へ） 145 87.35%
行ったことはないが興味はある（→Ｑ５へ） 14 8.43%
行きたくない（→Ｑ６へ） 7 4.22%
計 166

自然体験（川あそびなど） 82 30.60%
キャンプ（グランピング） 10 3.73%
アウトドアスポーツ 24 8.96%
農林業体験 3 1.12%
味覚狩り 34 12.69%
宿泊体験 6 2.24%
地域の材料を利用した木工体験など 4 1.49%
地場産品を利用した食事 29 10.82%
まつりなど伝統行事への参加 20 7.46%
家族、親戚を訪ねた 15 5.60%
その他 41 15.30%
計 268

くらがり渓谷（石原町） 116 19.37%
千万町楽校（千万町町） 24 4.01%
わんパーク（淡渕町） 31 5.18%
ホタル学校（鳥川町） 54 9.02%
寺野の大楠（夏山町） 16 2.67%
下山小学校の山桜（保久町） 10 1.67%
日近の里（桜形町） 22 3.67%
八面石塔（切越町） 4 0.67%
秦梨城跡（秦梨町） 6 1.00%

中山間地域に関する意識調査
令和3年5月21日 令和3年5月30日

Ｑ１ あなたのイメージする中山間地域※とはどのような場所ですか。

Ｑ２ あなたは中山間地域に行ったことはありますか。

Ｑ３ 「行ったことがある」と回答した方。何を目的に行きましたか。(複数回答可)

Ｑ４ 「行ったことがある」と回答した方。どこに行きましたか。（複数回答可）

※中山間地域とは奥殿学区・恵田学区・常磐学区・常磐東学区・常磐南学区・秦梨学区・生平学
区・下山学区・形埜学区・豊富学区・宮崎学区・夏山学区の１２学区です。
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瀧山寺・瀧山東照宮（滝町） 65 10.85%
牛落渓谷（安戸町） 6 1.00%
岩谷観音（岩中町） 18 3.01%
駒立のぶどう狩り（駒立町） 89 14.86%
奥殿陣屋（奥殿町） 107 17.86%
二畳ヶ滝（日影町） 20 3.34%
その他 11 1.84%
計 599

自然体験（川あそびなど） 59 17.20%
キャンプ（グランピング） 38 11.08%
アウトドアスポーツ 30 8.75%
農林業体験 17 4.96%
味覚狩り 61 17.78%
宿泊体験 15 4.37%
地域の材料を利用した木工体験など 18 5.25%
地場産品を利用した食事 53 15.45%
まつりなど伝統行事への参加 36 10.50%
その他 16 4.66%
計 343

農林業の活性化 51 12.56%
特産品の開発 74 18.23%
体験プログラムの実施 69 17.00%
見どころ、行事などの情報発信 97 23.89%
宿泊施設の充実 33 8.13%
移住のための空き家の情報発信 41 10.10%
鳥獣害対策の拡充 21 5.17%
その他 20 4.93%
計 406

知っている（→Ｑ８へ） 32 19.28%
知らない（→Ｑ９へ） 134 80.72%
計 166

かき氷街道 25 38.46%
鮎めし街道 7 10.77%
自然薯商品 9 13.85%
ブランド米（ぬかたミネアサヒ） 20 30.77%
木工製品 3 4.62%
その他 1 1.54%
計 65

いつでも体験できるプログラム整備 46 27.71%
宿泊可能な施設整備 21 12.65%
施設を拠点としたツアープログラム整備 31 18.67%
アウトドアオフィスとしての施設整備 22 13.25%
地域の交流拠点としての機能 15 9.04%
現状のままでよい 31 18.67%
計 166

住みたい（→Ｑ11へ） 6 3.61%

※この設問における施設は、くらがり渓谷(石原町)、千万町楽校(千万町町)、わんＰａｒｋ(淡
渕町)、ホタル学校（鳥川町）、日近の里(桜形町)を指します。

Ｑ１０ 中山間地域に住んでみたいと思いますか。

Ｑ９ 中山間地域にある施設※に何を求めますか。

Ｑ５ 「行ったことがある・興味がある」と回答した方。今後やってみたいことは何ですか。
（３つまで）

Ｑ６ 中山間地域の魅力を向上させるために必要だと思うことは何ですか。（３つまで）

Ｑ７ ぬかたブランドプロジェクトを知っていますか。

Ｑ８ 「知っている」と回答した方。行った・購入したことがあるものはどれですか。
（複数回答可）
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機会があれば住みたい（→Ｑ11へ） 51 30.72%
住みたくない（→Ｑ12へ） 109 65.66%
計 166

自然が好きだから 28 49.12%
農林業に関わりたいから 3 5.26%
自然の中で子育てがしたいから 2 3.51%
通勤環境が整えば住みたい 10 17.54%
条件にあう住宅があれば住みたい 11 19.30%
その他 3 5.26%
計 57

お店が少なく、日常生活が不便そうだから 40 36.70%
公共交通機関が充実していなさそうだから 24 22.02%
近所付き合いが大変そうだから 7 6.42%
子どもが少なそうだから 0 0.00%
医療機関が少なそうだから 22 20.18%
娯楽施設が少なそうだから 1 0.92%
その他 15 13.76%
計 109

あまり開発せず自然なままをいかした方がいいと思う

現在居住している市民（地元民）との共同活動が必要だと思う。中山間地域は都市住民
のための保養地ではない！共同活動によって住み良い・暮らし良い地域環境が出来れば
素晴らしいことと思う。

にぎやかくなりすぎると、魅力が半減すると思うので、自然を壊さない程度の発展で良
いと思う。

公共施設の駐車場に、外部の人にも利用できる場所を設けてもらえれば、気軽に行って
風景を楽しめると思う。

建物を建てるべきでない。一時的に賑わうが時間とともにすたれてお荷物になる。
農産品、特産品のヒット商品開発による安定的経済基盤をつくる。

Ｑ１１ 「住みたい・機会があれば住みたい」と回答した方。それはどのような理由ですか。

Ｑ１２ 「住みたくない」と回答した方。それはどのような理由ですか。

Ｑ１３ 中山間地域について御意見があればお聞かせください。（任意）

自然が少ない街中に住む人にとっては時々訪れたくなる癒しの場所です。自然を残しつ
つ活用していくことが大切だと思います。

コロナ禍で都市部から郊外への移住が注目されている今、子育て世代の移住やオフィス
誘致などチャンスだと思う。
スーパー、ガソリンスタンドなど日常生活に欠かせない施設を建てたり、林業など山間
地ならではの仕事魅力アピールしてほしい。

生活をするための環境に不安がある。たまに行くには良い所だと思います。

歳を取ったら、病院や買い物ができる地域にいないと不安なので、将来住みたいと思い
にくい。

いまのままを大切に維持してもらいたい。
街中に比べたら不自由に思う事もあるかもしれないけれど、不自由から学ぶ事も多く、
無意味な贅沢消費、無駄な消費が当たり前の人こそ体験してもらいたいものだと思う。

額田地域は岡崎と合併以降人口減少が進んでいます。これからも人口減少は進み、消滅
してしまう集落も出てくると思います。集落を残すためには集落の自立化が必要だと思
いますし、自立するためには住民の意識改革とともに、支援活動が重要です。行政から
の有効な支援を期待します。

美しい自然やイベントをもっとアピールすべき。訪れたくなる大型施設(飲食や農産物販
売)の設置が重要。
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情報発信が少なすぎる。拠点もわからない。

自然を生かした行事、施設をもっとアピールが必要

音楽イベントを数日間開催していてほしいです。

昔からあるお寺とか自然の景観などが見られるハイキングコースなどがあると遊びに行
きたい思います。

道の駅で良く売っている農家の方が作られた野菜や果物を今月は中山間のここ、来月は
どこというように計画的に進めたら以外とみんながそちらに行ってみようという気にな
ると思います。岡崎の広報に計画的に進めたら多くの人が行くと思います。駐車場や交
通の警備等で大変になると思いますが、中山間地域で広い場所が確保されれば都会の中
でやるより良いと思います。

自然とふれあうことが好きな人には、どこからでも、移住しやすい環境を作ることが大
事だと思う。住んでいない古民家などを、スムースに、賃貸したり出きるよう行政の手
助けが必要になると思う。

市としてのサービスが他地域と比べて劣るのならばそのための支援策が必要である

魅力的な資源を精査し、何をどう売り出すかアピールするか計画を立て、大規模なプロ
ジェクトにしては如何でしょうか

何の目的で魅力を向上させたいのか解らない。

駐車場に車を置いて何かするだけでは点でしか遊べない。拠点をつなぐ手段があれば自
由度が広がる。例えば、くらがり渓谷に車を置いておいて本宮山へのトレッキングをす
ると、往復するか、途中で引き返すかしか方法がないが、新城市と協力して「くらが
り」「本宮山（岩戸神社・砥鹿神社）」間のバスがあれば、登り切っても帰りはバスで
戻ることができる。季節便や週末便だけでも良いではないか。

Q12の理由の一つに交通機関の問題があります。高齢者の免許返納が推進されています
が、利便性を意識せず享受出来る首都圏住民の声が多分に反映されていると感じます。
中山間地域における特に高齢者、免許を持たない人の足を充実させる必要有りと感じま
す。予算を投じて、以前岡崎市にて運行された「まちバス」方式は非効率ですので止
め、タクシー利用補助とか乗り合い車両の運用（費用は行政が負担）を提案いたしま
す。

見所や遊び処が沢山ありそう。でもどうやって遊べば良いのかわからない。今のところ
ドライブで風景を見に行くぐらい。空気が美味しいので深呼吸しにいきます。
何か美味しいものがあれば買いにいきたい。食べにいくとおもう。

サル、イノシシ、シカなどにより農作物の食害が多く、彼らもよく知っており収穫時期
に食べられ作付意欲がなくなる。こうした被害が発生しないようにして欲しい。

道路案内があるとよい。周辺のウォーキングマップがあるとよい。駐車場があるとよ
い。散歩道の整備。

自然破壊につながる、無理な不自然な開発は厳禁

現状の公共交通の維持が難しければ、生活の意地や観光の喝采化のために、自動運転の
導入に向けた取り組みを加速してほしい。

もう少し医療、公共機関が充実すれば少しは人口が増えるかと思う。いまは公共機関が
あまりにも弱すぎる

健康で車を運転できる年齢であれば、また、子どもが小学生くらいまでならば、自然が
豊かで地域のつながりがあるので、住むには良いと思う。しかし、加齢とともに病院通
いや車の免許返上や、子どもが中学生になれば、市街地での暮らしが便利だと思う。

去年から岡崎市に引っ越してきたが、こういう情報がどこで見えるかわからないんで
す、月にぶらりんという無料雑誌しか手に入れず、とにかく情報が欲しいです。市のラ
インで無理なら、市の観光ラインを作っていただき、そこでいろんな情報を出してくだ
さると嬉しいです。
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気軽に体験できれば行きやすいと思います。

一ヶ月に数日（宿泊を含む複数回）程度行ける施設があれば利用したい。

とにかく道が狭い、道が無い。道をつくって、間伐しなければ森が死ぬ

大変、失礼ながら意味の無いアンケートでした。

高齢化にともなうクルマ離れに対応する交通手段の充実と工夫

中山間地の魅力は自然や環境に目が行きがちだが、本質は人の繋がりの強さにある。
地域のあたりまえである農作業や草刈りなど、地区の方々が本当に必要な事に対し協力
参加型の仕組みを作り、地区の方との繋がりを深める事で都市部の方が自分の田舎と言
える状態になる事が過疎化や地域振興の対策になると考える。
一過性のイベントではなく継続できる地域活動を支援する事が出来ないか。豊田市のワ
クワク事業など参考に。

安心安全な体験施設をつくり、子供がいろいろ体験できるようにする、子供が行きた
い、親が、祖父母が付き添いで来るから人が集まる。キャンプ、川遊び、魚釣り、果物
狩り、自転車でのラリー、山岳スケボー場など、ないものを設置とにかく子供を呼び込
むと付き添い人がいるので盛り上がる。

素朴さが残る地域であってほしい。
本アンケートの後の基本的スケジュールが示されていませんが目的は？？

過疎地域は自然を生かして活性化してほしいが、箱物を作るのは反対です。
現在ある文化財や自然・景色をもっとアピールする方策を考えれないかなと思います。

鳥獣害対策で住民の方々ご苦労されているのではと思っています。

道路の整備も必要だが、常磐学区の滝団地の道路整備後に抜け道になるのは反対！大型
トラックなどが多くなり危険になる。道路が整備され綺麗になっても規制が必要だと思
います。

市街地などに憧れずに、健康で穏やかな生活を大切にする。

自然の中で仕事ができる（オフィス）環境を整えて、若者を呼び込む施策を考えてほし
い。人が増えれば、住宅や店も増えてきて活気が出てくる。

田舎ならではの体験も子どもの頃には必要だと思う。(越境入学を推奨する。)
数年後、育ったところがその地域でよかったな。と思える気持ちを発信できるといいで
すよね。

耕作放棄地が多く有り担い手不足や耕作面積が小さく大型機械が使えない状況では、住
む気もしないし以降とも思わない。

大規模施設の設置も視野に入れてはどうか。
伊豆にあるような国際大会が開催可能なサイクルスポーツセンター施設など。

岡崎（額田地区）には歴史ロマンを感じる史跡があ沢山ある。開発するのではなく、現
状を大切にして「整備」を進めて欲しい。

コロナ禍に大変人気が出たキャンプやグランピングなど、岡崎は自然をたくさん持って
いるので、それが市民だけでなく、他県から遊びに来た人の楽しみにできる施設があれ
ばいいなと思う。今のままでは不十分だし、とにかく岡崎市は情報発信についても街づ
くりに対しても不足だらけだと思います

鳥川トレッキングを楽しんでいます
アップダウンが豊富で低山登山には持って来いのトレーニング場です

車ありきの生活でしか成り立たないと高齢者は生活していけない。
無料タクシー(２日に一度くらい利用できるような)券が貰えれば移住してもいいかもし
れないです。

自然環境に恵まれており高齢者施設の拡充を積極的に進めてもらいたい。福祉面の充
実。
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リモートでの環境があれば、良い。

※集計は小数点第３位で四捨五入しているため数値の合計が100.00％にならないことが
あります。

子供の遊べる公園を充実させて欲しい。わんパークがありますが、遊具が少なく感じま
す。いろいろ施設等あると思いますが、情報発信が足りないと思います

特になし

地域によっては過疎化はますます進んでいくと思います。自分も高齢になり持病もある
から医療機関が必要であるし、いつかは自動車免許の返上も考えなければ行けません。
自然環境は好きですが移住は出来ません。中山間地域は交流人口を増やす方法を模索し
なければと思います。

全体的にレベルアップさせるのは大変だと思うので、その地区ごとの特徴を決めて、し
かも全体でみるといろいろ変化に富んだ楽しみが得られるようにしたらどうか。

山歩きなどのコースの情報が欲しい。

岡崎市の広報部からの情報発信が不足している感じがあります。また季節ごとの中山間
地域の良いところの紹介したらどうですか

岡崎にとっての中山間地は水源地であり、木材供給地であり宝のような場所なのでしっ
かり守るべき場所だと思っています。しかし、住むべき場所かというと自分自身は、現
状、それほど公共交通もお店もそれほど近くないところに住んでいるので、今でも不便
なのにこれ以上不便な場所に住みたいとは思えません。今住んでいる方を守る必要はか
なりありますが、これからも居住地としてどう守るのかは厳しい問題だと感じます

道の駅の様な様式です新鮮野菜や果物が安価で買えたりそこでしか購入出来ない商品を
置いたり安く食べれる食堂や食事をしている間に洗車をしてくれるというようなちょっ
とその辺にはない場所があるとわざわざでも行ってみようと思う気がします
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● Ｑ１
特にイメージは無い

神奈川県から岡崎市に住み始めて８年目になるが、はじめて知った。

地域の名称が不自然、普通に田舎です。

● Ｑ３
※重複する内容はまとめてあります。

通過しただけ

居住している

風景を見にドライブ

設楽町の実家へ通う都度、生平、秦梨、形埜などを通行している。

ハイキング

子供会などの行事で

仕事

お寺など参観

中世の城跡めぐり

犬の保護

サイクリング 地理開拓

バスツアー

森林整備間伐ボランティア

散歩

探鳥

地域の行事

花見

紅葉狩り

蛍狩り

観光

バイクで走りに

夏山フェスティバル

住んでいた

仕事上得意先がそこにある。

わんパーク

奥殿陣屋のイベント

地域の歴史探訪

サークルの活動、名所巡り

地場産品の購入

職場

● Ｑ４

ゴルフ場

額田中学

やな

親戚の家

三河湖

おかざき 森の総合駅

各地区の私有林、市有林

市民ホーム

額田ＧＣ、サンベルＧＣ、ザ・トラディション

桑谷町・大幡町・藤川町・真福寺町・細川町・中金町

切越

● Ｑ５

「その他」の詳細内容 別 紙
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※重複する内容はまとめてあります。

イベントがあれば参加したい

実家への行きかえりに通行するだけで十分。これらの内容は実家で満足？

特にない

歳（８２才でもありますので特にありません。

史跡散策

地理開拓

行った事はありますが、興味ありとは回答していません。

特になし 理由 後期高齢者になり自宅付近の散策で十分 農作業もしており自然に不自由しない

● Ｑ６
※重複する内容はまとめてあります。

分からない

サバイバルゲームの場所を提供するとか、他とは違うコトを提供する。

史跡を整備し、歴史ロマンの魅力を発信

野性動物も安全に暮らせるようにしてあげて欲しい。

質問の意図が判りません。特別視しないで下さい。

自然保護、景観整備、展望台駐車場

何の為に魅力を向上させるのか解らない

原風景の保存と地域生活環境の両立

交通機関（住民間の乗り合いなどの整備

トイレの整備

魅力を高める為の環境整備。そこに人が集まれるためと自然を守るための両立させる環境整備

道の駅

ペットと一緒に入る場所を増やすこと。

ハイキングなどが出来ると嬉しいです

Djイベント大音量で踊り明かしたい。

自然を破壊する開発阻止

道路工事

交通手段の充実

● Ｑ８

知っているけど買ったことはない

● Ｑ９
※重複する内容はまとめてあります。

そもそもころな禍で旅行の計画が立てられない

なにもしない

● Ｑ１１
セカンドハウス ウィークエンドハウスが欲しい

急変なのど緊急時、日常の通院に困らない環境が整えば

現在住んでいる

● Ｑ１２
※重複する内容はまとめてあります。

旅行に行かない

地域と都市部を結ぶ活動

蛍狩

DJイベントで踊りたい。

大手ではなく地元の又は地元に根づこうとしている人々による魅力的な施設(飲食、宿泊、体験
を作る。成功している地域(国内外問わずに定期的に研修視察して永続的に活性化していきた
い。

ハイキング
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獣畜被害がひどく農作物が栽培できないから

実家があるから

車がないと暮らしていけない

駅から遠いから

名古屋方面への通勤が不便

虫が大嫌いだから

どの様な状況なのか知らない

今の家がいい

免許がない

高齢でもあり今の居住地を離れるわけにはいかない

Q11どちらでも無いの選択肢が無い

上記の全てが該当

今住んでいるところで満足している

後期高齢者なので

この度はアンケートにご協力いただきありがとうございました。
アンケートの内容については、（仮称）中山間地域活性化計画の策定に反映させてい

ただきます。

☆アンケート回答にご協力いただいたみなさまへ
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